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倒
坐　　　　　　　　　　　　　　Fig．　1．　E．　Pubescens
A：　sketches　of　flower　（1）　and　leafiets　（2），　B：　transections　of　midrib　（1）　and　margin
（2）　in　the　middle　of　leaflet，　C：　surface　views　of　adaxial　（1）　and　abaxial　（2）　epi－
dermises　of　the　intercostal　region，　D：transections　of　stem　in　the　upper　（1）　and　basal　（2，
3）　parts，　E：　hair　（c　type　shown　in　TABLE　V　of　the　previous　paperi））．
Stomatal　Indexが小さく27．99～31．43，しばしば気孔が
隣接して存在する．葉縁部（B2）が特に大きく，円形で
径は240～310μm，外曲する．
　茎（D2，　3）＝下皮の最外層の厚壁柔細胞はほぼ正方形を
呈す．皮層の厚壁細胞層が厚く，7～10層．維管束も多く
25～28個で，長円形を呈す．維管束しょうの厚薄細胞は
細胞壁が特に厚く多数である．
　小葉の背軸面及び茎の上部と節に存在する毛（E）はg
型である．
　3．　E．　brevicornum　（Fig．3）
　小葉：主脈部（B、）は向渋面が平坦，維管束は3個．
表面視では，向軸面表皮細胞（C、）は大きく，1mm2当
りの細胞数は290～390個．葉縁部（B3）は円形で，湾曲
しない．毛はi型（E、）．
　茎（D、，、）：下略は2（3）細胞層，厚壁柔細胞は大きさが
ほ｝…駒一で，多角形を呈す．皮層の厚壁細胞層は3～5層，
その内側に続く厚壁柔細胞との境界が明瞭である．維管束
は倒卵形，維管束しょうの腰張細胞が少ない．接線縦断面
において，一次放射組織の細胞はE．davidii　i）と同様にほ
ぼ正方形を呈す．茎の上部と節にi型とe型（E2）の毛が
混生する．
　4．　E．　koreanum　（Fig．4－A一一D）
　小葉：E．brevicornumに似るが，主脈部の向軸面は凹
み，背翁面表皮下の1細胞学はやや隔壁で大型の円形の厚
壁細胞からなる（B）点で区別される．背軸面表皮にごく
まれに隣接する気孔が認められる．毛はi型の他，e型も
存在する．
　茎：下皮は1～2細胞層，厚壁柔細胞は不揃いな楕円形
を呈す．維管束は倒卵形または楕円形で，道管と仮道管が
多い．道管は大型で最大径は50～72μm．皮層，一次放
射組織及び髄の隔壁柔細胞中にしばしば単晶が認められる．
茎全体にi型とe型の毛が混生する．
　本種のみ茎葉の葉柄において，1～2個の外木包囲維管
束（D）が向軸側に認められる．ただし，すべての葉柄で
はなく，1植物体においても存在するものとしないものが
ある．
　5．　E．　etonga　tum　（Fig．　5－A　一一　D）
　小葉＝主脈部（B1）は向軸面が平坦で，維管束は3個．
葉縁部（B2）は円形で，湾曲しない．表皮細胞（C、，2）が
大型であることが甲種の特徴で，1mm2当りの向軸面表
皮細胞の数は170～210個，背甲面表皮のStomatal　Index
は31．87～36．36である．毛はi型．
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　　　　　　　　　　　　Fig．2．　E．　wushanense
A：　sketches　of　flower　（1）　and　leaflets　（2），　B：　transections　of　midrib　（1）　and
margin　（2）　in　the　middle　of　leaflet，　C：　surface　views　of　adaxial　（1）　and　abaxial
（2）　epidermises　of　the　intercostal　region，　D：　transections　of　stem　in　the　upper
（1）　and　basal　（2，3）　parts，　E：　hair　（g　type　shown　in　TABLE　V　of　the　previous
Paperi））　．
　茎：下皮は3～4細胞層，外側の1層の細胞は薄壁で，
常に退廃化して，内部に赤褐色のタンニン様物質を含む．
維管束は広楕円形～円形で，20～24個存在する．維管束
しょうの厚壁細胞が多い．毛は茎の上部と節に認められ，
i型とe型．
　6．　E．pla　typeta　lum　（Fig．5－E一一G）
　E．　elongatumに酷似するが，次の点で異なる．葉の主
脈部（F1）の向軸面は凹み，背馳面表皮においてしばし
ば気孔が隣接して存在する．茎の下皮は1細胞層．維管束
は倒卵形で，数はEelongatumより少なく，維管束しょ
うの厚壁細胞も少数である．
　7．　E．　cremeum　（Fig．4－E）
　同種とされる5》こともあるE．　koreanumに似る．ただ
し，E．　leoreanumの多くのものに認めちれた茎葉の葉柄
の外木包囲維管束は存在しない．また二軸面表皮には隣接
する気孔が必ず認められ，茎と葉柄には単晶がない．なお，
富山県滑川市の全採集品及び三重県の採集品（開花後のも
の）では，葉柄及び1年目の茎において維管束（E）のす
べての木部柔細胞が厚壁化しない．
　III．市場品の原植物（TABLE　I）
　29点の市場品はほとんどが地上部の全形品である．他に，
根茎の一部を付けたものが2点（TMPW　No．12802；MS
：No．　Z・2），細切品が4点（TMPW　No．12796，12801；MS
No．　Z－26，　Z－29）ある．29点のうち10点は，葉の背軸面
表皮に乳頭状突起が存在する種としない種の混合品である．
　市場品の外部及び内部形態的特徴を，前報の結果をも合
わせて比較植物全13種の特徴と比較したところ，それぞ
れの原植物はTABLE　Iのように決定された．なお，原植物
がE．　koreanumであった遼寧省産（TMPW　No．13754）
及び北朝鮮産（TMPW　No．13755）の日本市場品におい
て，検討した半数の茎葉の葉柄に外木包囲維管束が認めら
れた．
結論及び考察
　1．今回，小葉の背軸面表皮に乳頭状突起のない中国産
Epimediu　z属植物6種について，地上部の内部形態を詳
細に検討したところ，小葉の横断面においては主脈部の向
軸面の形状（凹入または平坦），維管束の数，脈間部の厚
さ，葉縁部の形状，表面視においては1mm2当りの向軸
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　　　　　　　　　　　　　　　Fig．3．　E．　brevicomum
A：a　sketch　of　leaflets，　B：　transections　of　midrib　（1），　veinlet　（2）　and　margin　（3）　in　the
middle　of　leaflet，　C：　surface　views　of　adaxial　（1）　and　abaxial　（2）　epidermises　of　the　inter－
costal　region，　D：transections　of　stem　in　the　basal　part，　E：hairs　［i　type　（1）　and　e　type　（2）
shown　in　TABLE　V　of　the　previous　paper’）］．
面表皮細胞の数，背軸上表皮のStomatal　Index，隣接す
る気孔の有無，茎の横断面においては下皮細胞の形状，皮
層の厚壁細胞の層数，維管束の数と形状，道管の最大径，
及び小葉と茎の毛の種類に各種の特徴が認められ，それぞ
れ区別可能であった．前報1）の7種を合わせ計13種の中
国産Epimedium属植物の，地上部の組織形態による検索
表（TABLE　IV）を作成して，これらの組織による分類を
可能にした．
　2．本報及び前報の結果（検索表）に基づき，市場品
「淫羊萱」29点の原植物を検討した．その結果，四川省市
場品（24点）のうち，E．　Pubescens単一からなるものが9
点，E．　wushanense単一からなるものが5点あり，残りは
すべて小葉の背三面表皮に乳頭状突起のある種とない種2
～4種の混合品であった．混合品においてはE　Pubescens
とE．　wushanenseの両種あるいはどちらか一方がどの商
品中にも含まれ，主要な原植物となっていた．他の構成種
としては，Ebrevicomum（1点），　E．　acuminatum（6点），
E．　sutchuenense（3点），　E　sagittatum（2点），　E．　davidii
（2点）が認められた．四川省以外の市場品はすべて単一
種で構成され，北京市及び新駅ウイグル自治区庫爾勒市の
各市場品はE．　brevicornum，河北省安国市場品（陳西省
産）はE．　Pubescensであった．また，日本市場に流通し
ている中国遼寧省産及び北朝鮮産の「淫羊奮」はともに
E．　leoreanumの地上部であった．
　3．一連の研究により，中国産「淫羊麓」の一大産地で
ある四川省における市場品の現状が明らかになった．本研
究で入手した市場品は47点に及ぶが，その大部分はE．
Pubescens（15点：混合品として存在したものを含む．以
下同様），E．　acuminatUm（14点），　E　wushanense（10点），
E．　sutchuenense（9点）及びE．　dUvidii（6点）の5種の地
上部に由来するものであった．個々の市場品について見る
と，各県の中薬材公司が扱う「淫羊蕾」は，主にその地域
に自生するEpimedium属植物7）に由来していた．一方，
重慶市，成都市，雅安市などの「淫羊藍」は自生地を異に
する本属植物数種の混合品であった．四川省の都市部では
各地で採取された「淫羊蕾」が一旦集められた後，流通し
ている可能性がある．四川省産「淫三唱」は主に四川盆地
周辺の中低山区から産出されるが，今回の市場品の原植物
の状況から，一般にE．　Pubescensは東部を除く全域から，
E　acuminatumは南部及び西南部，　E．　wz｛shanenseとE．
sutchuenenseは東部及び東北部，　E　devidiiは西南部の涼
山州からそれぞれ出荷されるといえる．
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　　　　　　　Fig．4．　E．　leoreanum　（A－D）　and　E．　cremeum　（E）
A：　a　sketch　of　leaflets，　B：　a　transection　of　midrib　in　the　middle　of　leaflet，　C：　surface
views　of　adaxial　（1）　and　abaxial　（2）　epidermises　of　the　intercostal　region，　D：　a
transection　of　petiole　of　cauline　leaf，　showing　an　amphivasal　concentric　bundle，　E：　a
transection　of　first－year　stem，　showing　a　collateral　bundle　with　no　thickened　xylem
parenchyma　cells．
　4．『中薬鑑別手冊』8》及び施ら9），梁ら10），郭ら11）によ
る全国的な市場調査の結果では，四川省以外の主産地であ
る陵西省に産する「淫羊蓉」の主な原植物はE．brevicor－
num，　E．　Pubescens及びE．　wushanense，河南省産はE．
brevicomumとE餌66s66ηs，それに次いで産出量の多い
貴州省12・13）産はE．　acuminatumとE．砂渉oγ娩伽吻，湖南
省14）産はE．　hunanense，東北地方産はE．　feoreanumであ
るとされる．本研究で検討した13種はE．hunanenseを
除いて中国産「淫羊奮」の主要な原植物を含んでいるので，
今回の結果に基づいて中国市場品の大部分を同定できるも
のと考える．なお，E．　hunanenseは外形的にE．　davidiiと
類似するが，小葉が3枚で背鰭面に白粉を帯び，内薯が広
楕円形を呈する点で異なる15）．本工については入手でき次
第検討する予定である．
　5．『中華人民共和国薬嚢』4）収載品のE．brevicornum
は，四川省においては陵西，甘粛2省に隣接するごく狭い
地域に限り自生し，生育量も少なく7），今回の結果では重
慶市場品の一部に混入されるのみであったことから，市場
性は低いものと考える．梁らlo）はE卿π8α伽ZとE．　Pla－
tyPetalumの2種がそれぞれ四川省の理県と峨媚山市で薬
用にされると報告している．著者らの調査では，E卿〃一
gatumは甘孜蔵族自治州の康定，丹巴，理県，小金一帯
に単発的に分布する．今回入手した甘孜州中薬材公司の
「淫二藍」はこの地には産しないE．　acuminatumとE．
Pubescensに由来するものであったことからE．　elongatum
もまた市場性は低いものと考える．E．　PlatluPetalumは峨
媚山に分布せず，おそらくE．　davidiiと混同したものと思
われる．峨媚山のE．davidiiは葉形が変化に富み，薄紙質
で円形のものはE．　PlatlmPetalumによく似る．　E．　PlatlmPet－
alumは原記載の産地の茂県15）（著者らは確認できていな
い）及び近年発表された大巴山地区16）にのみ分布し，本
種も市場性がないものと考える．
　6．藤田ら17）及び松隈18）が報告している，中国産「淫
羊藍」の各地市場品の内部形態を，今回の研究結果と照ら
し合わせて考察すると，上海市場品17・18）はE．　wushanense，
大連17）及び大阪市場品18）はE．　koreanumに由来するもの
であると思われる．台北及び東京市場品18）については内
部形態の記載が不充分で，それらの原植物は推定できなか
った．
　7．鈴木5）は日本に自生するE．cremeumを中国東北地
区及び朝鮮半島北部に自生するE．　leoreanumと同種にし
ている．今回，2種の外部及び内部形態を比較したところ，
後者は外形では小葉が大型で数が少なく，内部形態ではほ
とんどの茎葉の葉柄に外木包囲維管束が認められることで
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　　　　　Fig．5．　E．　elongatum　（A－D）　and　E．　Platl）￠Jetalum　（E－G）
Ai　E：sketches　of　flower　（1）　and　leaflet　（2），B，　F：transections　of　midrib　（1）　and
margin　（2）　in　the　middle　of　leaflet，　C：　surface　views　of　adaxial　（1）　and　abaxial
（2）　epidermises　of　the　intercostal　region，　D，　G：　transections　of　stem　in　the　basal
part．
異なっていた．また背軸面表皮に認められる隣接して存在
する気孔の頻度や茎と葉柄の小忌の有無にも若干の差異が
あった．しかし，E．　koreanumであると同定した中国遼
寧省及び北朝鮮産の日本市場轡型には外木包囲維管束のな
い茎葉の葉柄が，それぞれ約1／3認められた．隣接する気
孔や単晶を含め，E．　koreanumの中には日本のE．　crem－
eumと全く同様の外部及び内部形態をもつものも存在し
たことから，内部形態的にもE．cremeumをE．　leorean－
umに含める説を支持しうる．なお，茎葉の葉柄の外木包
囲維管束の有無，根出葉をも含む葉柄及び1年目の茎の維
管束の木部柔細胞の厚壁化などの種内変異については，両
種ともにさらに広域から材料を採集し検討する必要があろ
う．
　8．Stearn19）はかって本属植物を，茎葉の有無と数，
葉の三出の回数，花弁と内鍵の形態，及び花弁の距の長さ
と内薯の長さとの比率などの外部形態により分類した．こ
の中で中国に分布する12種は．翫〃06α％Joη節に分類され，
さらに，E．　Platyt）etalumはAceranthus夢野，　E．　davidii，
E．　hunanense，　E．　acuminatum，　E，　membranaceum，　E．
sutchuenense及びE．妙≠oγ勉効〃zはDiPhyllon亜節の
Do　lickoce　rae列，　E．　brevicomum，」Fv．　fargesii，　E．　Pubes－
cens及びE．　sagittatumは同亜節のBrachycerae列，　E．
elongatumはPol）IPhyllon亜節のElongatae列に分けちれ
ている．本研究では各種に，この分類を支持するような内
部形態的特徴の共通性は認められなかった．
　9．近年の臨床及び薬理学的研究により，「淫羊蓉」に
免疫促進20～23），抗老化24），心血管循環の改善25），血小板凝
集への影響2嬬27）などの効果が認められている．Epimed－
ium属植物の成分としてこれまでにicariinを始めとして
約30種類のフラボノイド，リグナン，アルカロイド，多
糖類が報告されている28～34）が，「淫羊奮」の活性成分は
icariin20・　22・　23），総：フラボノイド21・　24・　26）及び多糖類20・　26）で
あるとされる．本研究で市場品の原植物として11種が確
認されたが，そのうち，現時点で「淫羊藍」として使用可
能と考えられる種はE．　Pubescens，　E　brevicornum，　E．
wzcshanense，　E．　sagittatum，　E．　acuminatum，　E．　leorean－
um及びE．　davidiiの7種である．すなわち，これらの種
はいずれも資源的に市場に出荷されうる生育量があり，総
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TABLE　IV．　Key　for　ldentification　of　13　EPimedium　Species　from　China　on　the　Anatomical　Characteristics　of　Aerial　Parts＊
1．　Leaflet：　papilla　present　in　all　or　part　of　abaxial　epidermal　cells．
　2．　Leafiet：　papilla　present　in　all　abaxial　epidermal　cells．
　　　3．　Leafiet：　vascular　bundles　of　midrib　5－6　in　number．
　　　　　4．　Leaflet：　hair““　type　a　or　b　or　g．　Stem：　vascular　bundles　15－29　in　number．
　　　　　　　5．　Leaflet：　margin　oblong　in　shape　and　recurved　in　outline．　Stem：　vascular　bundles　15－22　in　number
　　　　　　　　　　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．…一…t・・・・・・・・・・…E．　acuminetum
　　　　　　　5．　Leaflet：　margin　orbicular　in　shape　and　suberect　in　outline．　Stem：　vascular　bundles　23－29　in　number
　　　　　　　　　　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一t・・…一・・・・・・・・・・・…E　saagrihatum
　　　　　4．　Leaflet：　hair　type　f．　Stem：　vascular　bundles　10－16　in　number　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…t・E　sutchzaenense
　　　3．　Leaflet：　vascular　bundles　of　midrib　3－4　in　number．
　　　　　6．　Leaflet：　margin　orbicular　in　shape　and　suberect　in　outline．　Stem：　sclereid　layers　of　cortex　2－3　in　number；
　　　　　　　　　vessel　55－79”m　in　maximum　diameter　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・…E．　davidii
　　　　　6．　Leaflet：　margin　oblong　in　shape　and　recurved　in　outline．　Stem：　sclereid　layers　of　cortex　5－7　in　number；　vessel
　　　　　　　　　40－46　pt　m　in　maximum　diameter　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…t・・・・・…一一・・・・・・・・・・・・・・…t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…E　ecalcaratum
　　2．　Leaflet：papilla　present　in　part　of　abaxial　epidermal　cells．
　　　7．　Leaflet：hair　type　h；combined　stomata　absent　in　abaxial　epidermis．　Stem：stomata　remarkably　project　out　of
　　　　　　　the　surface；　vascular　bundles　20－23　in　number・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…b・…E．　fargesii
　　　7．　Leaflet：　hair　type　f；　combined　stomata　present　in　abaxial　epidermis．　Stem：　no　stomata　project　out　of　the　surface；
　　　　　　　vascular　bundles　10－16　in　number　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…E．　loptorrhizum
1．　Leaflet：　papilla　absent　in　abaxial　epidermal　cells．
8．　Leaflet：　number　of　adaxial　epidermal　cells　per　1　mm2　above　570；　vascular　bundles　of　midrib　5－7　in　number；　margin
　　　　　recurved　in　outline．
　　　9．　Leaflet：　hair　type　c；　vascular　bundles　of　midrib　5，　rarely　6　in　number．　Stem：　hypodermal　cells　elliptical　in　shape
　　　　　　　and　uneven　in　size；　vascular　bundles　17－21　in　number　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　E．　Pubescens
　　　9．　Leaflet：　hair　type　g；　vascular　bundles　of　midrib　6－7　in　number．　Stem：　hypodermal　cells　in　the　outermost　layer
　　　　　　　square　in　shape　and　nearly　even　in　size；　vascular　bundles　25－28　in　number　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…E．　wztshanense
　　8．　Leaflet：　number　of　adaxial　epidermal　cells　per　1　mm2　below　425；　vascular　bundles　of　midrib　3，　rarely　4　in　number；
　　　　　margin　suberect　in　outline．
　　10．　Leaflet：　number　of　adaxial　epidermal　cells　per　1　mm2　270－425；　Stomatal　lndex　in　abaxial　epidermis　above　36．37．
　　　　11．　Leafiet：　adaxial　surface　of　midrib　flat．　Stem：　hypodermal　cells　in　the　outermost　layer　square　in　shape　and
　　　　　　　　　nearly　even　in　size；　vascular　bundles　13－18　in　number．　Petiole：　vascular　bundles　8－13　in　number
　　　　　　　　　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・．．t…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…E．　brevicomum
　　　　11．　Leafiet：　adaxial　surface　ef　midrib　concave．　Stem：　hypodermal　cells　elliptical　in　shape　and　uneven　in　size；
　　　　　　　　　vascular　bundles　17－26　in　number．　Petiole：　vascular　bundles　14－23　in　number　・…t・・・・・・・・・・・・・・・・…E．　leoreanum
　　　10．　Leaflet：　number　of　adaxial　epidermal　cells　per　1　mm2　170－220；　Stomatal　lndex　in　abaxial　epidermis　below　36．36．
　　　　12．　Leaflet：　adaxial　surface　of　midrib　flat　in　outline；　combined　stomata　absent　in　abaxial　epidermis．　Stem：
　　　　　　　　　vascular　bundles　20－24　in　number　・・・・・・・・・・・・・・…一・et・・・・・・…一・一・・・・…s・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…E　elongatum
　　　　12．　Leaflet：　adaxial　surface　of　midrib　concave　in　outline；　combined　stomata　present　in　abaxial　epidermis．　Stem：
　　　　　　　　　vascular　bundles　below　19　in　number　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…E．　Platl）ePetalum
’Observed　in　whole　surface　of　leaflet，　the　transections　of　the　middle　part　of　leaflet，
　　transection　of　the　basal　part　of　stem．
“’ sype　of　hairs　is　shown　in　TABLE　V　and　Fig．　5　of　the　previous　paper．i）
petiole　and　petiolulus，　and　the
フラボノイド含量は3％以上で9・35”’37），icariinの含量も中
国薬酒に規定されている1％以上を満たすかまたはこの値
に近いものである38一’41）．ただし，同一種であっても産地
によりicariinと総フラボノイドの含量にかなりの差異が
あるとの報告もあり9・35・38・39），今後産地を特定することな
ども必要であろう．また，採集時期と薬用部位については，
著者らの研究37）及び郭ら35），水野ら42）の報告から，4～6
月（花期～果期）の完全に生長した葉がよいと考える．
　　謝　辞：本研究を行うにあたり，中国産植物の同定をご指導
くだされた中国科学院北京植物研究所の応　俊生教授，日本産
の植物をご同定くだされた金沢大学理学部の清水建美教授及び
比較植物の一部をご提供くだされた中国上海医科大学の施　大
文教授と吉林省中医中薬研究院の巌　目掛教授に深謝する．
　　List　of　abbreviations：　bs：　bundle　sheath，　chl：　chloro－
phyll　grain，　cs：　solitary　crystal，　cu：　cuticle，　ep：　epider－
mis，　epl：　lower　epidermis，　epu：　upper　epidermis，　h：　hair，
hol：　hollow，　hy：　hypodermis，　mes：　mesophyll，　pa：　pali－
sade　parenchyma，　ph　：　phloem，　pi　：　pit，　ptw：　thick－walled
parenchyma　cell，　pxy：　xylem　parenchyma，　sc：　scleren－
chyma　cell，　sta：　starch　grain，　sto：　stoma，　t：　tracheid，　vb　：
vascular　bundle，　vc　：　scalariform　vessel，　vd：　bordered　pit
vessel，　vr：　reticulate　vessel，　vs：　spiral　vessel，　xp：　prot－
oxylem，　xy：　xylem．
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